
屋根垂木間遮熱パネル

金属屋根・化粧スレート屋根対応

規格（巾×長さ×厚さ）

ご発注に関する注意事項 バラ出荷対応致します。ただし、1オーダーに正梱が含まれている場合についても梱包手数料として、¥2,000別途申し受けます。

製品名 コード 梱包内容 バラ出荷梱包価格（ケース）単品価格（枚）

303
垂木間303㎜用

364
垂木間364㎜用

455
垂木間455㎜用

遮熱パネルーフUタイプ 遮熱パネルーフUタイプ 遮熱パネルーフUタイプ
S=1/15 S=1/15 S=1/15

金属屋根・化粧スレート屋根に対応した「遮熱パネルーフUタイプ」が
新登場！！
野地板の下に反射空間・通気層を確保して、高い遮熱効果を発揮します。

優れた耐久性＆施工性の遮熱パネル

3㎜

再生紙再生紙 紙製段ボール紙製段ボール

再生紙再生紙

不織布不織布遮熱フィルム遮熱フィルム

遮熱パネルーフUタイプ303 SHAPU30 18,000�円316 × 910 × t 3 (㎜) 50枚入 ○ 1枚単位360�円

遮熱パネルーフUタイプ364 SHAPU36 21,000�円377 × 910 × t 3 (㎜) 50枚入 ○ 1枚単位420�円

遮熱パネルーフUタイプ455 SHAPU45 23,500�円468 × 910 × t 3 (㎜) 50枚入 ○ 1枚単位470�円

保管上の注意
●当製品は火気の近くまたは高温の場所に放置しないでください。

●当製品は濡れることのないように保管をしてください。

●当製品は平置きで保管をしてください。

施工上の注意
●危険ですので製品の上には絶対に乗らないでください。

●屋根側から施工する場合は、製品施工中および施工後雨に濡れな
いように、すぐに野地板を施工してください。

●製品落下を防ぐため、製品は必ずタッカーで垂木に留めてください。
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通気層空間

30㎜
確保

侵入熱量40%カット
輻射熱の侵入を減少
侵入熱量40%カット
輻射熱の侵入を減少

高遮熱＆通気層のダブル機能で
快適・省エネ・高耐久の家造りをサポート

FUKUVI  INFORMATION 製品情報 屋根遮熱材

高遮熱＆通気層のダブル機能で
快適・省エネ・高耐久の家造りをサポート

簡単！ 
両端を折って、垂木にタッカーで留めるだけ

金属屋根
化粧スレート屋根
対応

新  築

リフォーム

納得！ 
 ウレタン吹付に対応

便利！ 
 垂木間303㎜、364㎜、455㎜に対応

フクビの遮熱パネルはフクビの遮熱パネルは

屋根垂木間遮熱パネル

303
垂木間303㎜用

364
垂木間364㎜用

455
垂木間455㎜用

（　　 ）ウレタン吹付
対応タイプ



屋根垂木間遮熱パネル

垂木

垂木

遮熱パネルーフUタイプ

垂木

垂木

遮熱パネルーフUタイプ

垂木

野地板

垂木

遮熱パネルーフUタイプ

野地板の施工完了後に、小屋裏側から施工することも可能です。

垂木
遮熱パネルーフUタイプ

野地板

垂木

ジョイント部の施工

小屋裏側
からの施工が基本です
小屋裏側
からの施工が基本です

屋根側
からの施工
屋根側
からの施工

重ねる場合

突きつける場合

↓↑重ね寸法15㎜

製品の両端を折
り曲げ、垂木間に
挿入
（野地板に当たる
まで押し込む）

①
スリット部分を持
ち上げて、その隙
間からタッカーで
留める
（6箇所）

②

野地板施工と併行して施工してください。
野地板が未施工の場合、安全な足場を確保して施
工を行ってください。
雨には絶対に濡らさないでください。水分により製
品が変形します。

B
↑

B’↑

A
↑

A’
↑

効果的な納まり例

隅木部分はあらかじめ角度に合わせカットして
納めてください。
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❶
   簡単！ 

両端を折って、垂木にタッカーで留めるだけ

ウレタン吹付に対応❸
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屋根表面（ブラックパネル）温度 80℃ 野地板裏面 44.6℃ ⇨ 遮熱パネルーフUタイプ裏面 30.5℃

トタン屋根

遮熱パネルーフUタイプ遮熱材なし（野地板）遮熱パネルーフUタイプ遮熱材なし（野地板）

スレート屋根片面照射試験

真夏を想定し、遮熱材なしの場合と「遮熱パネルーフUタイプ」施工の
場合の温度変化をサーモカメラで測定した比較実験。化粧スレート
（コロニアル）とトタン瓦棒葺きの屋根モデルを使用。遮熱処理実験で14℃ 低減を確認遮熱処理実験で14℃ 低減を確認

遮熱パネルで
エコ屋根づくり！

垂木幅
45、37㎜

410～418㎜
455㎜

316、377、468㎜
252、313、404㎜

91
0㎜

A 折り目に沿って、パネル両端を直角に折る
B 折った「遮熱パネルーフUタイプ」を垂木間にはめ込む
C スリット位置（計6箇所）をタッカーで留める

「折って、はめて、留める」
簡単3ステップ施工の「遮熱パネルーフUタイプ」
なら、作業効率も大幅アップ！！

垂木間に施工した遮熱パネルーフ
Uタイプが野地板下に通気層を確保。

左右の折り目に3箇所ずつ入っ
ているスリット位置で留める。

スリットがアジャスター機能を果たすため、
垂木間303、364、455㎜、内寸258～418㎜までに対応可能です。

垂木間の幅に応じ３アイテムをご用意。
幅に合わせてお選びください。

通気層空間

30㎜確保
通気層空間

30㎜確保
侵入熱量

40%カット
侵入熱量

40%カット

垂木 垂木 垂木

新  築 リフォーム
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 垂木間303、364、455㎜に対応
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金属屋根
化粧スレート屋根対応

屋根垂木間遮熱パネル

遮熱パネルーフUタイプ 遮熱パネルーフUタイプ

303
垂木間303㎜

364
垂木間364㎜

455
垂木間455㎜

野地板の下に反射空間・通気層を確保する「遮熱パネルーフUタイプ」は、
侵入熱量40%カット!! 簡単・便利にエコ屋根を実現します。

寄棟屋根の納まり

B-B’断面

A-A’断面

通常の隅木部分

隅木よりも垂木のレベルを高くし、パネルの
下端と隅木が同じレベルになるよう施工します。
パネルで反射した熱は隅木上部の垂木間を
通って棟に排熱されます。

隅木と垂木の上端が同じレベルの場合、排熱
経路がふさがれ熱がこもってしまいます。

通気層左右
20㎜以上
通気層左右
20㎜以上

遮熱パネルーフUタイプ

30×40㎜程度の木材

垂木垂木垂
木

垂 木 野地板野地板

隅木
隅
木

木材
30×40㎜程度

隅木垂木 垂木垂木垂木

寄棟伏図

野地板野地板

棟木

棟
木

棟換気材

遮熱パネルーフUタイプ

棟換気を使用しない場合に遮熱効果はありますか？
簡易躯体モデルで試験をしたところ、裏面温度で12.2℃・空間温度で3.8℃の低減効果を確認しましたが、棟換気材を設けたほうが
反射した熱を排出しやすくなりますので、使用を推奨します。

Q&A Q
1

納得！
密着性良好で
安心してウレタンを
吹付けることができます。　

A
小屋裏側からの施工が基本ですが、屋根側から施工するのはだめですか？
水に濡れると芯材は紙製のため製品が変形しますので、すぐに野地板を施工するなど、雨には絶対に濡らさないで施工して
ください。

Q
2 A
一坪あたりの施工枚数は？
ジョイント部を突きつける場合、垂木間303㎜では12枚（12.21枚）、垂木間364㎜では10枚（10.17枚）、垂木間455㎜では8枚（8.13
枚）が必要目安枚数となります。 （※カッコ内の枚数は、ジョイント部を重ねた場合）

Q
3 A
軒先・棟木のどちらから施工したほうがいいですか？
小屋裏側からの施工が基本ですが、屋根側からの場合は軒先（もしくは桁上）から棟木に向かって施工し、野地板を施工しながら順
次施工して、雨漏れ防止と足場の確保をしてください。小屋裏側からは軒先（もしくは桁上）・棟木のどちらからでも施工可能です。

Q
4 A
現場発泡ウレタン吹付には対応できますか？
使用できます。遮熱パネルーフUタイプは反応熱による変形を抑える仕様となっています。

Q
5 A
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●製品落下を防ぐため、製品は必ずタッカーで垂木に留めてください。

PDFA043 RB2021.10

468
40432 32

91
0

15

377
31332 32

91
0

15

91
0

15

303
垂木幅

45㎜

37㎜

258

266

364
垂木幅

45㎜

37㎜

319

327

455
垂木幅

45㎜

37㎜

410

418

316
25232 32

通気層空間

30㎜
確保

侵入熱量40%カット
輻射熱の侵入を減少
侵入熱量40%カット
輻射熱の侵入を減少

高遮熱＆通気層のダブル機能で
快適・省エネ・高耐久の家造りをサポート

FUKUVI  INFORMATION 製品情報 屋根遮熱材

高遮熱＆通気層のダブル機能で
快適・省エネ・高耐久の家造りをサポート

簡単！ 
両端を折って、垂木にタッカーで留めるだけ

金属屋根
化粧スレート屋根
対応

新  築

リフォーム

納得！ 
 ウレタン吹付に対応

便利！ 
 垂木間303㎜、364㎜、455㎜に対応

フクビの遮熱パネルはフクビの遮熱パネルは

屋根垂木間遮熱パネル

303
垂木間303㎜用

364
垂木間364㎜用

455
垂木間455㎜用

（　　 ）ウレタン吹付
対応タイプ


